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11
月
5
日
と
6
日
の
２
日

間
、
下
榎
隣
保
館
・
集
会
所

を
会
場
に
、「
第
45
回
日
野

町
解
放
文
化
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
演
芸
な
ど
の

催
し
は
行
わ
ず
、
展
示
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ル
プ
ひ
の
の
バ
ザ
ー
を

は
じ
め
、
日
野
高
校
の
味

噌
な
ど
の
販
売
、
榎
市
の

遠
藤
さ
ん
か
ら
根
付
き
ネ

ギ
の
提
供
、
さ
ら
に
6
日

限
定
で
下
榎
自
治
会
、
乙
女

会
の
手
作
り
お
こ
わ
の
販
売

な
ど
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

数
に
限
り
の
あ
っ
た
日
野

高
校
の
野
菜
や
ジ
ャ
ム
、
遠

藤
さ
ん
の
根
付
き
ネ
ギ
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。
当

初
お
こ
わ
は
１
０
０
食
限
定

の
予
定
で
し
た
が
、
１
３
０

食
以
上
販
売
し
、「
お
い
し

か
っ
た
！
」

と
追
加
で

購
入
さ
れ

た
人
も
い

た
ほ
ど
、
大

盛
況
で
し

た
。

　

ま
た
、

各
学
校
・

団
体
・
学

習
講
座
の
作
品
展
示
も

毎
回
好
評
で
す
が
、
今

年
特
に
盛
り
上
が
っ
て

い
た
の
が
、
地
区
内
の

昔
懐
か
し
い
写
真
の

数
々
で
す
。
自
身
の
幼

き
頃
や
、今
は
亡
き
人
々

を
懐
か
し
む
声
や
笑
い

声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し

た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
来
て
よ
か
っ
た
」「
自

分
も
写
真
を
出
せ
ば
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
や
、
な
か

に
は
「
会
場
で
思
わ
ぬ
人
に

出
会
え
た
！
」
と

喜
ぶ
人
の
姿
も
。

ま
た
、
普
段
出
歩

く
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
人
が
、
子

ど
も
た
ち
の
作
品

や
各
団
体
の
作

品
・
昔
の
作
品
に
感
動
し
、

「
と
て
も
良
い
文
化
祭
だ
っ

た
」
と
涙
を
流
す
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
は
、
人
の

温
か
さ
を
よ
り
感
じ
ら
れ
た

文
化
祭
で
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
野
菜
が

限
定
販
売
で

購
入
で
き
な

か
っ
た
人
が

い
た
り
、「
欲

し
か
っ
た

の
に
買
え
な

か
っ
た
」「
も

う
な
い
の
？

残
念
！
」
と

い
っ
た
声
も

あ
り
、
次
回

の
文
化
祭
へ
の
課
題
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

2
日
間
の
解
放
文
化
祭
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
45
回
日
野
町
解
放
文
化
祭
へ
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 46回新春囲碁・将棋大会 開催中止のお知らせ
　新春恒例の囲碁・将棋大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加者の皆さんの健康と
安全を考慮し、開催を中止します。
　毎年、町内外から多数ご参加いただいていますが、ご理解とご協力をお願いします。



25 広報ひの 12月号 -2022‐

No.97No.97
「農地パトロール」を実施しました
　農業委員会では、8月から 11 月まで農地パトロールを実施
しました。
　パトロールの結果を踏まえ、11月 11 日、農業委員会で重点
的に対策を考える必要のある場所の現地確認を実施し、今後の
耕作放棄地対策を協議しました。

▼農地の有効活用が農政の課題。今後、いかに活用
していくのか？農地の最適化利用の推進が、今後の
農業委員会の乗り組むべき重要課題です。

▶真 剣
なまな
ざしで現地を確認
する、農業委員、農
地利用最適化推進
委員。今年からタブ
レットを導入し、さ
らにパトロールの精
度が上がることが期
待されます。

農業委員会特別研修会が開催されました
　11 月 17 日、倉吉市の倉吉未来中心で、農業
委員会特別研修会が開催されました。
　この研修は、1 年に一回、県内の農業委員、
農地利用最適化推進委員や農業委員会事務局職
員などを対象に、見識を高めるために開催され
ています。
　今回は、日野町農業委員会事務局の山縣副主
幹が「農業委員会新時代への挑戦」と題して、
事例発表を行いました。令和になってからの農
業委員会で取り組んできた集落訪問や農家アン

ケート、新しく導入された
タブレット端末を活用した
農地パトロールについて、
農業委員の皆さんが活動し
ている動画を交えて報告し
ました。
　最後に、山縣副主幹は山間部における担い手
や後継者育成の難しさや、条件不利地が原因で
起こる耕作放棄の問題、また、農地集約のむず
かしさについても話しました。

ご存じですか？農業者年金　～農業者年金の特徴～

１．農業従事者が一定の要件を満たせば加入できます。
　　一定要件：60歳未満の国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）であって年間60日以
　　上農業に従事している人なら誰でも加入できます。配偶者や後継者などの家族農業従事者でも加入できます。
２．「積立式」の年金制度です。
３．保険料は、一口・月２万円。最大６万 7千円まで自由に選べ、途中で変更もできます。
４．支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。


